
まえがき＝二酸化炭素などに代表されるいわゆる温室効
果ガスは，1997 年に発効された京都議定書により，日本
は1990年のレベルに比較して6％の削減が目標値として
定められている。経済産業省（METI）では，この温室
効果ガスの削減技術開発のナショナルプログラムを開始
しており，その中の一つである“低摩擦損失高効率駆動
機器のための材料表面制御技術の開発プロジェクト”に
おいては，三つの異なる駆動機器（CVT（Continuous 
Variable Transmission），タービン軸受及び水圧機器）を
対象に，μ（摩擦係数）をコントロールするトライボロ
ジー技術開発により駆動機器のエネルギー効率の向上を
図ることで，温室効果ガスの削減を目標としている。当
社は，本プロジェクトに０ る駆動機器開発において，
表面轓 技術及び 塩譍 の として 厭
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